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第３１回宮城県臨床細胞学会学術集会 

会長挨拶 

 

会員の皆様と委員、事務局の方々のご協力により、第 3１回宮城県臨床細胞学会学術集会を、平成 29 年

2 月 5 日に、開催させていただくこととなりました。 

 今回は、教育講演１題、一般演題４題、特別講演２題、スライドセミナー４題を企画しています。 

 教育講演では、宮城県結核予防会複十字健診センター齋藤泰紀先生に「肺腺癌との鑑別を要する反応性

異型細胞の細胞所見」という題で、ご講演を頂く予定です。 

特別講演では、弘前大学医学部産婦人科の横山良仁先生に、最近のトピックである「婦人科腫瘍術後のヘ

ルスケア」という題で、岩手医科大学病院産婦人科の板持広明先生に、婦人科がん検診領域で関心が高い

「細胞診／HPV 併用検診について」という題で、ご講演を頂く予定です。いずれのご講演も、臨床的にも重要

で、皆様方のご関心も高いと思われる内容であり、大変楽しみにしております。 

宮城県での細胞診は、特に婦人科領域において、液状検体法が仙台市をはじめ多くの地域で導入される

ようになるなど、変貌を遂げつつあります。また、婦人科検診で HPV 検査法を取り入れる地域も、日本全国を

見ると、着実に増えているようです。さらに海外に目を転ずると、HPV primary testing （HPV 検査法を細胞診

の前段階でスクリーニングとして行う）を検診に取り入れる国も出てきました。日本でのがん検診発祥の地とさ

れる宮城県として、これら新しい診断法をどのような形で取り入れ、臨床細胞学として活用・発展させていくか、

学会の場で、皆様方と一緒に、考えていきたいと思います。  

また本年は、仙台市で、7 月 1 日に第 54 回東北臨床細胞学会（艮陵会館）が、さらに 9 月 2 日 3 日には

第 26 回日本婦人科がん検診学会（仙台国際センター）が、開催されます。細胞関係の方々にとっては、利便

性の高い勉強の機会となると存じます。ぜひ、こちらもご参加いただければ幸いです。 

  

 宮城県臨床細胞学会は、これからも会員の皆様方の細胞診断学の向上と親睦を進めていきたいと考えて

おります。 

今後ともご協力のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

  

平成２９年２月５日                 

                                       宮城県臨床細胞学会 

                                         会 長  伊藤 潔                                                                                                                                           



１．会員の皆様へ

２．演者の方へ

３．スライドセミナーについて

４．昼食について

５．ホームページについて

６．事務局からのお願い

　③13時45分～14時00分の15分間出題症例のスライドを投影します。選択形式で解答してくださ

　③事務局で用意するPCのOSはWindows8になります。

　　※Mac OSの場合はPCの持ち込みのみの対応となります。パソコンのACアダプター、外部出力

　　　用変換ケーブルを必ずご自身でご用意ください。

　④発表データはUSBメモリにてご持参ください。

　　※持ち込まれるUSBメモリは、各自にて最新のデータによるウィルスチェックを必ず行ってく

　　い。

　中講堂にて意見交換会を兼ねた昼食会を行ないます。中外製薬株式会社の協賛でお弁当をご用

　意いたしますので、多数ご参加ください。

　④解答は集計しますので、14時00分までに投票してください。

会員ならびに演者の方へお願い

　バーコードによる受付を行いますので、日本臨床細胞学会より配布された会員カードをお持ち

　ください。研修単位は現在申請中です。

　日本産科婦人科学会会員の方はe医学会カードをお持ちください。単位は現在申請中です。

　①投影スクリーンは１面で、発表にはWindowsパソコンとプロジェクター１台を使用します。

　②発表30分前までにPC受付にデータを提出してください。

　　アプリケーションソフトはMicrosoft Power Point 2013です。

　　※version2003/2007/2010には対応できますが2016には非対応ですのでご注意ください。

　　※事前に発表データを作成したPCとは別のPCで、動作確認をお願いいたします。

　　　ださい。

　①検鏡時間は９時15分～14時00分まで可能です。（顕微鏡協力：松波硝子工業株式会社）

　②出題症例の写真を、中講堂に掲示します。

　メール配信にて行なっております。メールアドレス未登録のかたは登録をお願いいたします。

　皆様のご協力をお願いいたします。

　宮城県臨床細胞学会のホームページを下記URLにてご覧になれます。

　http://miyagi-saibou.umin.jp

　勤務先・氏名・送付先の変更ならびに異動・退会等につきましては、資格更新時の確認作業軽

　減のため、お手数でも事務局までご連絡下さい。各種研修会・事務連絡などはホームページと



スライドセミナー出題症例の標本検鏡（投票　9:15～14:00）

開会挨拶（10:00～　）

教育講演（10:10～10:55）

座　長

　肺腺癌との鑑別を要する反応性異型細胞の細胞所見

宮城県結核予防会複十字健診センター

一般演題（11:00～11:40）

座　長

(1)11:00～11:10

(2)11:10～11:20

伊　藤　　　潔

　田　㔟　　　亨1)３）

公益社団法人　宮城県医師会１）、おざわ女性総合クリニック２）

松永女性クリニック３）、岡村婦人科クリニック４）、SSレディースクリニック５）

○相　澤　清　美１）、黒　川　典　子１）、佐々木　麻　弥１）、野　村　　　亘１）

　小　澤　信　義２）、松　永　　　弦３）、岡　村　けい子４）、佐　藤　信　二５）

　笹　野　公　伸６）、東岩井　　　久７）

東北大学大学院医学系研究科病理病態学講座病理診断学分野６）、宮城県医師会細胞診

検査精度管理委員７）

学術集会プログラム

東北医科薬科大学病院

　仙台市の子宮頸がん検診におけるHPV併用導入に向けた取り組み

　検診車方式における液状化細胞診（LBC)導入前後の検診成績の比較

公益財団法人　宮城県対がん協会１）、東北大学災害科学国際研究所２）

宮城県立がんセンター３）

○藤　原　しのぶ１）、板　橋　育　子１）、鈴　木　由　香１）、成　田　貴　子１）

　山　本　ちひろ１）、小田切　千　恵１）、佐　藤　朋　春１）、伊　藤　　　潔1)２）

早　坂　裕　美

東北大学加齢医学研究所　 桜　田　　　晃

齋　藤　泰　紀

大崎市民病院　病理診断科 佐　藤　聡　子

顕微鏡提供：松波硝子工業株式会社



(3)11:20～11:30

(4)11:30～11:40

休憩（11:40～11:50）

宮城県臨床細胞学会　総会（11:50～12:05）

特別講演（12:05～13:05）

座　長 東北大学大学院医学系研究科婦人科学分野

　婦人科腫瘍術後のヘルスケア

弘前大学医学部産婦人科

昼食会（13:05～13:45）

スライドセミナー出題症例　スライド投影（13:45～14:00）

特別講演（14:00～15:00）

座　長 東北大学災害科学国際研究所　

　細胞診/HPV併用検診について

岩手医科大学病院産婦人科

休憩（15:00～15:15）

板　持　広　明

横　山　良　仁

共催セミナー：中外製薬株式会社

　子宮頸部腺癌腹水細胞診の臨床的意義についての検討

東北大学病院産婦人科１）、東北大学病院臨床研究推進センター２）、東北大学災害

科学国際研究所３）、東北大学大学院医学系研究科婦人科学分野４）

○橋　本　千　明１）、新　倉　　　仁１）、志　賀　尚　美１）、海　法　道　子１）

伊　藤　　　潔

八重樫　伸　生

　徳　永　英　樹１）、豊　島　将　文１）、岡　本　　　聡１）、高　野　忠　夫２）

　伊　藤　　　潔３）、八重樫　伸　生４）

　石灰化上皮腫の一例

東北公済病院　検査科病理１）、東北大学病院　病理部２）、東北公済病院　整形外科３）

○髙　橋　良　輔１）、長　嶋　真　紀１）、渡　辺　み　か２）、土　肥　　　修３）



スライドセミナー（15:15～16:35）

座　長

（１）呼吸器

出題： みやぎ県南中核病院 熊　谷　勝　政（CT)

解答： 東北大学病院　病理部 小　泉　照　樹（CT)

（２）婦人科

出題： 東北大学病院産婦人科 豊　島　将　文（MD)

解答： 東北大学病院病理診断学 齋　藤　涼　子（MD)

（３）体腔液

出題： 東北労災病院 阿　部　和　子（CT)

解答： 宮城県立がんセンター 内　城　孝　之（CT)

（４）泌尿器

出題： JCHO仙台病院 鶴　田　里　美（CT)

解答： 仙台医療センター 真　山　晃　史（CT)

東北大学病院　病理部 谷　内　真　司

東北公済病院　検査科病理 長　嶋　真　紀



＜MEMO＞



＜地下鉄のご利用＞

＜バスのご利用＞

＜注意＞

　セキュリティの都合上正面玄関からの入場はできません。

　当日は図書館側か郵便局側よりご入場下さい。

＜駐車場について＞

　大学病院内の駐車場は使用できませんので、公共の交通機関をご利用くださいますようお願い

　いたします。

学術集会会場案内

　E-mail:jscmiyagi@miyagi-taigan.or.jp

　仙台市青葉区上杉５丁目7-30

　宮城県対がん協会細胞診センター内

　TEL:022-263-1525（内線570）

　仙台市営地下鉄南北線仙台駅から泉中央行きに乗車し、北四番丁駅下車。北２出口。

　八幡町方面へ徒歩約10分。

　仙台駅前バスのり場１０番から乗車し、大学病院前下車が最も便利です。

　９、15-１、15-2番からも、大学病院前下車が可能です。

宮城県臨床細胞学会事務局

 


